
物流管理者気象支援サービス
悪天候時の物流判断をサポートする、

国内物流総合運送保険・運送業者貨物賠償責任保険
ご契約者さま向け無料サービスのご紹介です。

国内物流総合運送保険・運送業者貨物賠償責任保険

2025.11版

ポイント1
悪影響が予測される高速道路情
報をご提供。影響が大きい場合は
より詳細な情報提供もございます。

ポイント2
気象情報を気象予報士のコメントとともにご提供。
様々な業種で異常気象時対策としてBCPの一環とし
てご活用いただけます。

情報提供
国内物流総合運送保険・運送業者貨物賠償責任保険

異常気象が見込まれる場合に気象情報と交通への影響予測情報をご提供いたします。
台風、大雨、大雪、強風などの異常な気象状態が見込まれる時に、日本気象協会が提供する物流事業者
向けの気象情報をもとに、AIG損保からお客さまへ、気象情報、気象予報士によるコメント、気象による悪影
響が予想される高速道路の情報をご提供いたします。

降雪量予測の一部サンプル 台風進路予測の一部サンプル高速道路影響予測の一部サンプル
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https://www.aig.co.jp/sonpo

お問い合わせ・お申し込みは

TEL: 03-6848-8500 
午前９時〜午後5時（土・日・祝日・年末年始を除く）

Ｂ-250531

（大代表） 

このチラシは日本気象協会のサービスを利用した、 弊社が展開する国内物流総合運送保険および運送業者貨物賠償責任保険に付帯する
サービスのご紹介になります。サービスの詳細につきましては、取扱代理店・扱者または弊社にお問い合わせください。また、ご契約に際しては、保険商品についての
重要な情報を記載した重要事項説明書（「契約概要」「注意喚起情報」等）を、事前に必ずご覧ください。

本サービスは、国内物流総合運送保険、運送業者貨物賠償責任保険をご契約のお客さまで、ご希望されるお客さまのみにご提供いたします。サービス利用のお申
し込みが無い場合、サービスは提供されません。

本サービスの利用の有無は、お客さまの保険料に変更を与えません。サービスを利用される場合でも保険料に加えた追加費用は発生せず、サービスを利用されない
場合でも保険料の割引きはございません。

本サービスにより提供される情報、それにより生じる被害等について、弊社は一切の責任を負いません。
本サービスで提供される資料は、 弊社の国内物流総合運送保険、運送業者貨物賠償責任保険のご契約者さまのみに提供されるものであり、二次配布、無断
転載、第三者への配布、第三者への複写物の提供は禁じられています。

本サービスは、 弊社または日本気象協会の都合により、予告なくサービスを終了する場合がございます。
弊社の損害保険募集人は、保険契約締結の代理権を有しています。

日本気象協会について

リスクマネジメントは客観的に取り組むことが第一歩です。
まずはお気軽にご相談ください。

安全が損なわれる可能性のある気象が予測されている場合、運行者、荷主間で連携をとり、安全に輸送をおこな
うための措置や運行の中止を判断することが求められます。国土交通省は、台風等による異常気象時下における
輸送の目安を定めています。

国土交通省「異常気象時における措置の目安」より作成

気象状況 雨・風の強さ 気象庁が示す車両への影響 輸送の目安
20～30mm/h ワイパーを速くしても見づらい 輸送の安全を確保するための措置を講じる必要

30～50mm/h
高速走行時、車輪と路面の間に水膜が生じ

ブレーキが効かなくなる（ハイドロプレーニング現象） 輸送を中止することも検討するべき

50mm/h以上 車の運転は危険 輸送することは適切ではない

10～15m/s 道路の吹き流しの角度が水平になり、
高速運転では横風に流される感覚を受ける

15～20m/s 高速運転中では横風に流される感覚が大きくなる
20～30m/s 通常の速度で運転するのが困難になる 輸送を中止することも検討するべき
30m/s以上 走行中のトラックが横転する 輸送することは適切ではない

降雪時
視界不良

（濃霧・風雪等）時
警報発表時

降雨時

大雪注意報が発表されているときは必要な措置を講じるべき

視界が概ね20m以下であるときは輸送を中止することも検討するべき

輸送の安全を確保するための措置を講じた上、輸送の可否を判断するべき

暴風時
輸送の安全を確保するための措置を講じる必要

行政は異常気象時に輸送をおこなう場合、安全確保の措置を求めています。

日本気象協会は「安全・安心・快適な社会づくり」のために、気象・環境・防災・情報
サービスを通じて社会に貢献する使命を担い、日本の気象コンサルティングサービスのパイ
オニアとして1950年に誕生した民間気象会社です。
インターネットを通じて気象情報や防災情報を提供するtenki.jpや気象データを用いて
様々なビジネスに向けたソリューションの提供をおこなっています。
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